
一
　
は
じ
め
に

前
稿

(

１)

で
は
、『
水
鏡
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
複
合
動
詞
に
つ
い
て
、
平
安
時

代
の
仮
名
文
学
作
品
（『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
の
仮
名
交
じ
り
文
を
含
む
こ
と

と
す
る
。
以
下
同
）
に
お
け
る
使
用
状
況
を
概
観
し
た
。
そ
の
結
果
、「
ア
ヒ

グ
ス
（
相
具
）」
な
ど
に
『
水
鏡
』
な
ら
で
は
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
こ
と
が

伺
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
一
〇
例
も
の
用
例
が
『
水
鏡
』
に
見

ら
れ
る
が
、
平
安
時
代
の
他
の
仮
名
文
学
作
品
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、『
今

昔
物
語
集
』
に
六
五
例
『
今
鏡
』
に
一
例
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
に
七
例
用
い

ら
れ
て
お
り

(

２)

、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
用
例
数
が
突
出
し
て
い
る
。
言
語

量
が
群
を
抜
く
と
は
言
え
、
平
安
時
代
に
お
け
る
使
用
作
品
数
の
少
な
さ
を
考

え
る
と
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
『
今
昔
物
語
集
』
に
特
徴
的
な
用
語
と
し

て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
を

取
り
上
げ
て
、
そ
の
文
体
的
性
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、『
今
昔
物
語

集
』
に
お
い
て
は
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
以
外
に
も
接
頭
辞
「
ア
ヒ
（
相
）」

を
冠
す
る
動
詞
（
以
下
、「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
と
仮
称
す
る
）
が
さ
ま
ざ
ま
用

い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
と
も
比
較
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

二
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
の

使
用
状
況

『
今
昔
物
語
集

(

３)

』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
に
つ
い
て
、
動
詞
別
に
使

用
状
況
を
示
せ
ば
、
表
①
の
よ
う
に
な
る
（
配
列
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お

け
る
用
例
数
の
多
い
順
と
し
た
）。

表
①
に
よ
れ
ば
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
の
中
で

「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
用
例
数
は
第
二
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（
注
）
「
ア
ヒ
タ
タ
カ
フ
（
合
戦
）
」
（
巻
二
十
五
に
一
五
例
）
は
除
外
し
た
。 

巻 

　  

数 
ア
ヒ
（
相
）
― 

合
　
　
　
　
　
　
　
計 

―
グ
ス
（
具
） 

―
ミ
ル
（
見
） 

―
ソ
フ
（
副
）
四 

―
シ
ル
（
知
） 

―
カ
マ
フ
（
構
） 

―
オ
モ
フ
（
思
・
念
） 

―
カ
タ
ラ
フ
（
語
・
談
） 

―
ギ
ス
（
議
） 

―
カ
タ
ル
（
語
） 

―
ス
ム
（
棲
・
住
） 

―
マ
ツ
（
待
） 

―
カ
ナ
フ
（
叶
・
称
） 

―
ツ
グ
（
継
） 

―
タ
ノ
ム
（
憑
） 

―
ニ
ル
（
似
） 

―
ワ
カ
ツ
（
分
） 

―
タ
ス
ク
（
助
） 

―
ホ
ウ
ズ
（
報
） 

―
ト
モ
ナ
フ
（
友
・
共
） 

―
ム
カ
フ
（
対
・
向
） 

―
ソ
フ
（
副
）
下
二 

―
ク
ラ
ブ
（
競
） 

―
タ
イ
ス
（
対
） 

―
ノ
ス
（
乗
） 

―
マ
ミ
ユ
（
見
） 

―
タ
ガ
フ
（
違
） 

―
ガ
イ
ス
（
害
） 

―
タ
ク
ラ
ブ
（
比
） 

―
オ
ク
ル
（
贈
） 

―
ア
キ
ラ
ム
（
明
） 

―
ア
タ
ル
（
当
） 

―
ア
フ
（
会
） 

―
ゲ
キ
ス
（
激
） 

―
ワ
カ
ル
（
分
） 

―
ヂ
ウ
ス
（
住
） 

―
キ
コ
ユ
（
聞
） 

―
ツ
タ
フ
（
伝
） 

―
ハ
ナ
ル
（
離
） 

―
ワ
キ
マ
フ
（
諸
） 

―
ツ
ヅ
ク
（
続
） 
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位
の
「
ア
ヒ
ミ
ル
（
相
見
）」
の
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
ア

ヒ
（
相
）」
動
詞
の
中
で
も
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
『
今
昔
物
語
集
』
に
お

い
て
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
語
に
注
目
す
べ
き
有
意
性
を

裏
づ
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
全
体
に
つ
い
て
は
、
天
竺
・
震
旦
部
（
巻

一
〜
一
〇
）
に
一
一
五
例
、
本
朝
仏
法
部
（
巻
一
一
〜
二
〇
）
に
七
四
例
、
本

朝
世
俗
部
（
巻
二
二
〜
三
一
）
に
三
六
例
分
布
し
て
お
り
、
漢
文
訓
読
調
の
強

い
巻
に
よ
り
多
く
現
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
布
の
偏
り

は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
の
中
に
、
漢
文
に
お
け

る
「
相
」
字
を
冠
す
る
漢
語
に
由
来
し
て
い
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
語
を
訓
読
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
は
、
漢
文
訓
読
調
の
強
い
文
章

に
馴
染
み
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け

る
分
布
の
偏
り
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
中
に
は
漢
語
に
由

来
し
な
い
「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
（
後

述
の
よ
う
に
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
）、

接
頭
辞
「
ア
ヒ
（
相
）」
自
体
が
漢
文
訓
読
か
ら
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら

(

４)

、
漢
語
に
由
来
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
漢
文
訓
読
調
の
文
章
に
馴

染
み
や
す
い
と
い
う
点
に
変
わ
り
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

(

５)

。

「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
つ
い
て
は
、
天
竺
・
震
旦
部
に
三
一
例
、
本
朝
仏

法
部
に
二
六
例
、
本
朝
世
俗
部
に
八
例
と
、「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
全
体
の
分
布

と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
の
文
体
的
性
格
を
反

映
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
、
出
典

文
献
に
存
す
る
表
現
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
結
果
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、『
今
昔
物
語
集
』
の
撰
者
が
自
身
の
用

語
と
し
て
独
自
に
用
い
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
確
に
す

る
た
め
、
次
に
出
典
文
献
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

三
　
出
典
文
献
と
の
比
較

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
の
う
ち
、
出
典
文
献
（
同

文
的
同
話
を
含
む
。
以
下
同
）
の
判
明
し
て
い
る
説
話
に
お
け
る
用
例
に
つ
い

て
、
出
典
の
対
応
箇
所
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
表
②
の
よ
う
な
結
果
が

得
ら
れ
る

(

６)

。

表
②
に
よ
れ
ば
、「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
全
体
で
は
、
出
典
文
献
の
当
該
箇
所

に
同
一
の
「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
（
ま
た
は
「
相
」
字
を
冠
す
る
漢
字
表
記
）

が
対
応
し
て
い
る
場
合
が
三
六
例
、
対
応
し
て
い
な
い
場
合
が
八
八
例
と
な
っ

て
お
り
、『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
が
独
自
に
用
い
て
い
る
用
例
の
ほ
う
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
全
体
（
二
二
五
例
）
の
半
分
強
（
一
二
四
例
）
の
用
例
に
つ
い

て
の
調
査
で
は
あ
る
が
、「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
全
体
の
傾
向
と
見
て
大
過
あ
る

ま
い
と
思
わ
れ
る
。

「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
つ
い
て
は
、
右
の
傾
向
が
よ
り
顕
著
に
見
ら
れ
、

― 3―



出
典
文
献
の
当
該
箇
所
に
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」（
ま
た
は
「
相
具
」
の
表

記
）
が
対
応
し
て
い
る
場
合
が
一
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
対
応
し
て
い
な
い

場
合
が
三
四
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、『
今
昔
物
語

集
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
、
基
本
的
に
、
出
典
文
献
の
表
現

を
受
け
継
い
だ
も
の
と
見
る
よ
り
も
、『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
が
自
身
の
用
語

と
し
て
独
自
に
用
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を

具
体
的
に
確
認
す
る
た
め
に
、
出
典
判
明
話
に
お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」

三
五
例
を
整
理
し
て
み
る
。

ま
ず
、
出
典
文
献
の
当
該
箇
所
に
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
対
応
し
て
い

る
の
は
、
次
の
一
例
で
あ
る
。

○
和
上
ノ
云
ク
、「
種
A
ノ
財
宝
ヲ
＿相
＿具
＿シ

テ
可
参
シ
」
ト
。（『
今
昔
物
語

集
』
巻
三
・
第
二
十
三
）

・
比
丘
ノ
云
相
具
種
A
ノ
財
ヲ
一
可
参
、（『
注
好
選
』
中
・
二
十
五
）

出
典
の
『
注
好
選
』
は
日
本
漢
文
の
説
話
集
で
あ
る
が
、
日
本
漢
文
に
用
例
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
の
文
体
的
性
格
を
考
察
す
る
上

で
の
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

次
に
、
出
典
文
献
の
当
該
箇
所
に
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
対
応
し
て
い

な
い
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
お
お
よ
そ
、（
ａ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」

と
は
別
の
表
現
が
対
応
す
る
、（
ｂ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
対
応
す
る
表

現
が
存
し
な
い
、（
ｃ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
対
応
す
る
表
現
が
存
す
べ

き
文
脈
が
存
し
な
い
、
の
三
つ
の
場
合
が
認
め
ら
れ
る
。
出
典
の
文
体
に
よ
っ

― 4―
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て
分
け
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
用
例
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
同
文
的
同
話

に
は
＊
印
を
付
し
た
）。

〔
Ⅰ
〕
出
典
が
漢
文
の
場
合

（
ａ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
と
は
別
の
表
現
が
対
応
す
る

○
書
ヲ
＿相
＿具
＿シ

テ
、
使
ヲ
以
テ
影
勝
王
ノ
許
ニ
送
リ
遣
ル
。（『
今
昔
物
語

集
』
巻
一
・
第
二
十
三
）

・
并
以
勅
書
遣
使
。
送
與
影
勝
王
。（『
三
宝
感
応
要
略
録
』
上
・
二
）

○
仙
道
王
ヲ
＿相
＿具
＿シ

テ
仏
ノ
御
許
ニ
詣
デ
ゝ
、（『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
・
第

二
十
三
）

・
即
共
詣
佛
所
。（『
三
宝
感
応
要
略
録
』
上
・
二
）

○
家
ヲ
出
デ
ゝ
行
ク
時
ハ
常
ニ
此
ノ
女
子
ヲ
不
離
ズ
シ
テ
＿相
＿ヒ
＿具
＿セ

リ
。（『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
・
第
十
五
）

・
若
遊
行
時
。
毎
將
共
去
。（『
賢
愚
経
』
十
三
・
六
十
五
）

○
蘇
長
、
妻
子
・
眷
属
ヲ
＿相
＿ヒ
＿具
＿シ

テ
彼
ノ
洲
ヘ
趣
ク
ニ
、（『
今
昔
物
語

集
』
巻
七
・
第
二
十
九
）

・
蘇
将
家
―

口
一
趣
任
一
（『
冥
報
記
』
中
・
九
）

○
其
ノ
時
ニ
仁
債
、
景
ガ
二
ノ
客
ヲ
＿相
＿具
＿シ

テ
、
来
リ
坐
ス
ル
ヲ
見
ル
。

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
九
・
第
三
十
六
）

・
至
時
一
仁
債
見
景
一
将
両
客
一
来
坐
。（『
冥
報
記
』
中
・
十
四
）

（
ｂ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
対
応
す
る
表
現
が
存
し
な
い
（
▲
印
は
対
応

す
る
表
現
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
す
）

○
其
ノ
後
、
＿相
＿具
＿シ

テ
城
ニ
入
ヌ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
・
第
二
十
三
）

・
乘
一
馬
▲
入
城
問
由
来
。（『
三
宝
感
応
要
略
録
』
上
・
二
）

○
亦
＿相
＿ヒ
＿具
＿セ

ル
所
ノ
五
百
ノ
比
丘
モ
、
同
ク
此
レ
ヲ
聞
テ
皆
叫
ビ
悲
ム
。

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
・
第
三
十
二
）

・
遙
見
▲
五
百
末
羅
集
在
一
處
。（『
釈
迦
譜
』
四
・
二
十
七
）

○
吏
、
王
D
ヲ
＿相
＿具
＿シ

テ
、
東
南
ヨ
リ
出
デ
ゝ
行
ク
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻

九
・
第
三
十
四
）

・
吏
▲
D
出
東
南
一
（『
冥
報
記
』
下
・
二
十
三
）

（
ｃ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
対
応
す
る
表
現
が
存
す
べ
き
文
脈
が
存
し
な

い
（
●
印
は
対
応
す
る
文
脈
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
す
）

○
＿夫
＿ヲ
＿相
＿具
＿シ
＿タ
＿リ
＿ト
＿云
＿ヘ
＿ド
＿モ

、
夫
妻
ノ
中
ニ
只
一
ノ
畳
有
リ
。（『
今
昔

物
語
集
』
巻
二
・
第
十
三
）

・
●
夫
婦
二
人
。
共
有
二
一
疊
一
。（『
賢
愚
経
』
五
・
二
十
六
）

○
而
ル
ニ
父
ノ
長
者
、
祗
E
精
舎
ニ
詣
ヅ
ル
ニ
、
此
ノ
女
子
＿相
＿ヒ
＿具
＿シ

テ
参

レ
リ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
・
第
十
五
）

・
（
文
脈
な
し
）（『
賢
愚
経
』
十
三
・
六
十
五
）

○
船
ノ
中
ニ
シ
テ
水
ニ
入
ル
時
ニ
、
此
ノ
妻
、
＿法
＿花
＿経
＿ヲ
＿入
＿レ
＿奉
＿ル
＿所
＿ノ
＿経

＿箱
＿ヲ
＿相
＿具
＿シ
＿奉
＿レ
＿ル
＿ヲ

、
怱
ギ
取
テ
首
ニ
戴
キ
奉
テ
、
誓
ヲ
発
シ
テ
共
ニ

没
シ
ヌ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
七
・
第
二
十
九
）

・
舩
中
水
入
妾
●
頭
戴
経
函
一
誓
与
倶
没
。（『
冥
報
記
』
中
・
九
）
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〔
Ⅱ
〕
出
典
が
日
本
漢
文
の
場
合

（
ａ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
と
は
別
の
表
現
が
対
応
す
る

○
明
ル
朝
ニ
、
山
人
、
大
師
ニ
＿相
＿具
＿シ

テ
行
ク
間
、（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十

一
・
第
二
十
五
）

・
明
旦
伴
山
人
随
身
咫
尺
間
（『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』）

○
F
ニ
可
参
キ
由
ヲ
請
テ
、
＿相
＿ヒ
＿具
＿シ

テ
参
ヌ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十

三
・
第
四
十
四
）

・
相
共
詣
清
水
寺
。（『
法
華
験
記
』
上
・
二
十
九
）

○
年
来
ヲ
経
テ
、
遂
ニ
此
ノ
国
ニ
返
ル
時
ニ
、
彼
ノ
弘
済
＿相
＿ヒ
＿具
＿シ

テ
、
此

ノ
国
ニ
来
ヌ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
・
第
三
十
）

・
遂
免
二
災
難
一
、
即
請
二
禅
師
一
、
相
共
還
来
、（『
日
本
霊
異
記
』
上
・
七
）

○
母
幼
キ
子
ヲ
＿相
＿具
＿セ

リ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
・
第
三
十
二
）

・
時
其
母
有
二
稚
子
一
、（『
日
本
霊
異
記
』
上
・
二
十
四
）

（
ｂ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
対
応
す
る
表
現
が
存
し
な
い

○
「
我
レ
今
日
清
水
ヘ
参
ル
。
君
ヲ
＿相
＿ヒ
＿具
＿シ

テ
参
ラ
ム
ト
思
フ
。
何
ニ
」

ト
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
三
・
第
四
十
四
）

・
日
来
催
勧
。（
表
現
な
し
）（『
法
華
験
記
』
上
・
二
十
九
）

○
彼
ノ
樔
ノ
所
ニ
二
人
＿相
＿ヒ
＿具
＿シ

テ
行
キ
ヌ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
・

第
六
）

・
往
傍
人
許
。（
表
現
な
し
）（『
法
華
験
記
』
下
・
百
十
三
）

（
ｃ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
対
応
す
る
表
現
が
存
す
べ
き
文
脈
が
存
し
な

い
（
●
印
は
対
応
す
る
文
脈
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
す
）

○
然
レ
バ
、
彼
ノ
捕
ヘ
タ
リ
シ
人
、
＿使
＿者
＿ヲ
＿相
＿具
＿シ
＿テ
＿京
＿ニ
＿将
＿上
＿テ

官
ニ
送

ル
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
・
第
十
三
）

・
路
人
繋
之
、
●
以
送
二
于
官
一
、（『
日
本
霊
異
記
』
中
・
二
十
二
）

○
鷹
取
ノ
男
此
レ
ヲ
聞
テ
、
喜
テ
家
ニ
返
テ
、
籠
・
縄
・
楴
ヲ
調
ヘ
儲
テ
、

二
人
＿相
＿ヒ
＿具
＿シ

テ
樔
ノ
所
ニ
行
ヌ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
・
第
六
）

・
（
文
脈
な
し
）（『
法
華
験
記
』
下
・
百
十
三
）

○
頼
義
鎮
守
府
ノ
将
軍
ニ
任
ジ
テ
、
＿太
＿郎
＿義
＿家
＿・
＿二
＿郎
＿義
＿綱
＿G＿ニ
＿多
＿ノ
＿兵

＿ヲ
＿相
＿具
＿シ
＿テ

、
頼
良
ヲ
討
ム
ガ
為
ニ
、
既
ニ
陸
奥
国
ニ
下
ヌ
。（『
今
昔
物

語
集
』
巻
二
十
五
・
第
十
三
）

・
拝
為
陸
奥
守
、
兼
鎮
守
府
将
軍
、
●
令
討
頼
良
。（『
陸
奥
話
記
』）

〔
Ⅲ
〕
出
典
が
仮
名
（
交
じ
り
）
文
の
場
合

（
ａ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
と
は
別
の
表
現
が
対
応
す
る

○
其
国
ニ
一
人
ノ
大
臣
有
リ
。
老
タ
ル
母
ヲ
＿相
＿具
＿セ
＿リ

。（『
今
昔
物
語
集
』

巻
五
・
第
三
十
二
）

＊
ソ
レ
ニ
一
人
大
臣
、
老
母
ヲ
モ
タ
リ
。（『
打
聞
集
』
七
）

○
「
然
ラ
バ
、
其
ノ
舎
利
ハ
＿相
＿具
＿シ
＿奉
＿レ
＿リ

ヤ
」
ト
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻

六
・
第
四
）

＊
「
サ
テ
、
其
舎
利
ハ
オ
ハ
ス
ル
カ
」（『
打
聞
集
』
三
）

○
「
舎
利
ハ
天
竺
ニ
在
マ
ス
。
我
レ
不
＿相
＿具

奉
ズ
」
ト
。（『
今
昔
物
語
集
』
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巻
六
・
第
四
）

＊
「
天
竺
ニ
ナ
ム
オ
ハ
ス
ル
。
此
ニ
ハ
具
シ
奉
セ
ズ
」（『
打
聞
集
』
三
）

○
然
バ
、
定
基
此
ノ
女
ヲ
妻
ト
シ
テ
過
グ
ル
間
ニ
、
＿相
＿具
＿シ

テ
任
国
ニ
下
ニ

ケ
リ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
・
第
二
）

＊
そ
れ
を
妻
に
て
三
川
へ
い

(

ゐ)

て
下
り
け
る
ほ
ど
に
、（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
五

十
九
）

○
祖
ニ
被
知
テ
打
チ
解
タ
ル
中
ラ
ヒ
ニ
モ
非
ネ
ド
、「
＿相
＿具
＿セ

ム
」
ト
モ
恥

ク
テ
不
云
デ
心
ニ
思
砕
ケ
乍
ラ
、（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
・
第
五
）

＊
親
に
知
ら
れ
て
う
ち
解
け
た
る
仲
ら
ゐ
に
も
あ
ら
ね
ば
、
具
せ
む
こ
と
は

づ
か
し
く
て
、
え
言
は
ず
。（『
古
本
説
話
集
』
上
・
二
十
八
）

○
食
物
ナ
ド
ノ
事
皆
畢
ヌ
レ
バ
、
主
ノ
郡
ノ
司
、
郎
等
ナ
ド
＿相
＿具
＿シ

テ
家
ヲ

出
テ
去
ヌ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
・
第
十
）

＊
ま
う
け
し
て
も
て
な
し
て
後
、
あ
る
じ
の
郡
司
は
郎
等
引
具ぐ

し
て
出
ぬ
。

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
百
六
）

○
此
ノ
寺
別
当
ハ
妻
子
ヲ
＿相
＿ヒ
＿具
＿セ
＿ル

僧
ノ
成
リ
来
レ
バ
、（『
今
昔
物
語

集
』
巻
二
十
・
第
三
十
四
）

＊
あ
ひ
つ
ぎ
つ
ゝ
妻
子
持も

た
る
法
師
ぞ
し
り
侍
け
る
。（『
宇
治
拾
遺
物
語
』

百
六
十
八
）

○
我
レ
ヲ
難
去
ク
思
ハ
ム
人
ノ
限
ヲ
＿相
＿具
＿シ

テ
、
彼
ニ
渡
リ
住
ナ
ム
（『
今

昔
物
語
集
』
巻
三
十
一
・
第
十
一
）

＊
我
に
し
た
が
ふ
人
の
限
か
ぎ
り

を
、
み
な
率い

て
渡わ
た

し
て
住す

ま
ん
（『
宇
治
拾
遺
物
語
』

百
八
十
七
）

（
ｂ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
対
応
す
る
表
現
が
存
し
な
い
（
▲
印
は
対
応

す
る
表
現
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
す
）

○
五
百
人
ノ
商
人
ヲ
＿相
＿具
＿シ

テ
一
船
ニ
乗
テ
、（『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
・
第

一
）

＊
五
百
人
の
商
人
を
▲
船
に
の
せ
て
、（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
九
十
一
）

○
我
レ
、
男
ニ
具
シ
テ
可
有
キ
宿
世
有
ラ
マ
シ
カ
バ
、
前
ノ
男
コ
ソ
不
死
ズ

シ
テ
、
＿相
＿具
＿シ

テ
有
ラ
マ
シ
カ
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
十
・
第
十
三
）

・
男
に
、
具
し
て
あ
る
べ
き
末す
ゑ

を
、
あ
ら
ま
し
か
ば
、
あ
り
つ
る
男
ぞ
▲
あ

ら
ま
し
か
。（『
俊
頼
髄
脳
』）

（
ｃ
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
対
応
す
る
表
現
が
存
す
べ
き
文
脈
が
存
し
な

い
（
●
印
は
対
応
す
る
文
脈
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
す
）

○
「
弓
箭
ヲ
帯
セ
ラ
ム
兵
万
人
、
剣
ヲ
帯
セ
ラ
ム
ヒ
タ
フ
ル
万
人
、
百
ノ
駿

船
ニ
乗
セ
テ
可
被
出
立
レ
ヌ
。
＿其
＿レ
＿ヲ
＿相
＿具
＿シ
＿テ
＿行
＿ム
＿ト
＿思
＿フ

」
ト
。

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
・
第
一
）

＊
「
つ
る
ぎ
の
太
刀
は
き
て
候
は
ん
兵
百
人
、
弓
矢
帯
し
た
る
百
人
、
早
船

に
の
せ
て
出
し
た
て
ら
る
べ
し
●
」
と
申
し
け
れ
ば
、（『
宇
治
拾
遺
物

語
』
九
十
一
）

○
安
禄
山
、
蜜
ニ
軍
ヲ
調
ヘ
テ
王
宮
ニ
押
入
ル
時
ニ
、
＿天
＿皇
＿恐
＿怖
＿レ
＿給
＿テ
＿、

＿楊
＿貴
＿妃
＿ヲ
＿相
＿具
＿シ
＿テ
＿王
＿宮
＿ヲ
＿逃
＿給
＿フ
＿ニ
＿、＿（
＿中
＿略
＿）
＿楊
＿国
＿忠
＿ヲ
＿殺
＿シ
＿ツ

。

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
・
第
七
）
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・
こ
の
安
禄
山
、
い
く
さ
を
起
し
、
●
ほ
こ
を
こ
し
に
さ
し
て
、
御
輿
の
さ

き
に
伏
し
て
、
申
し
け
る
や
う
、（『
俊
頼
髄
脳
』）

○
＿其
＿後
＿、
＿経
＿論
＿・
＿正
＿教
＿ヲ
＿相
＿ヒ
＿具
＿シ
＿、
＿諸
＿ノ
＿弟
＿子
＿ヲ
＿引
＿具
＿シ
＿テ
＿、
＿此
＿寺
＿ニ
＿仏

＿法
＿ヲ
＿弘
＿ヌ

。
于
今
仏
法
盛
也
。（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
・
第
二
十
八
）

＊
●
于
今
其
佛
法
唱

(
マ
マ)

也
（『
打
聞
集
』
五
）

○
然
ラ
バ
、此
ノ
家
ニ
巣
ヲ
作
テ
子
ヲ
産
メ
ル
燕
有
リ
。
＿雄
＿燕
＿ヲ
＿相
＿具
＿セ
＿リ

。

其
ノ
雄
燕
ヲ
取
テ
殺
シ
テ
、
雌
燕
ニ
注
シ
ヲ
付
テ
放
チ
給
ヘ
。（『
今
昔
物

語
集
』
巻
三
十
・
第
十
三
）

・
さ
ら
ば
、
こ
の
家
に
巣
く
ひ
て
、
こ
生
み
た
る
つ
ば
く
ら
め
の
、
●
男
つ

ば
く
ら
め
を
、
取
り
て
殺
し
て
、
つ
ば
く
ら
め
に
、
し
る
し
を
し
て
、
は

な
ち
給
へ
。（『
俊
頼
髄
脳
』）

右
の
分
類
に
基
づ
い
て
用
例
数
を
表
で
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

表
③
は
出
典
判
明
話
に
お
け
る
用
例
の
み
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
な
の
で
、

数
値
が
偶
然
に
左
右
さ
れ
た
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ど
の

文
体
の
出
典
に
お
い
て
も
、（
ａ
）
の
場
合
の
用
例
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

る
点
に
は
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
ａ
）
は
出
典
に
存
す
る
表
現
を
『
今

昔
物
語
集
』
撰
者
が
あ
え
て
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
置
き
換
え
て
い
る
と

い
う
場
合
で
あ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
が
積
極
的
に
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」

を
用
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
出
典
の
ど
の
よ
う
な
表
現
が
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
置
き

換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
出
典
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
表
現
を
抜

き
出
し
て
み
る
（
丸
括
弧
内
の
数
字
は
用
例
数
）。

（
漢
文
）
将
（
３
）、
共
（
１
）、
以
（
１
）

（
日
本
漢
文
）
相
共
（
２
）、
伴
（
１
）、
有
（
１
）

（
仮
名
文
）
グ
ス
（
２
）、
ヒ
キ
グ
ス
（
１
）、
ヰ
ル
（
２
）、
モ
タ
リ
（
２
）、

オ
ハ
ス
（
１
）

（
注
）
な
お
、「
オ
ハ
ス
」
は
、
当
該
例
に
お
い
て
は
「
相
具
シ
奉
ル
」
に
対
応
し

て
お
り
、
厳
密
に
は
「
ア
ヒ
グ
ス
」
に
対
応
し
て
い
る
表
現
と
は
言
え
な
い
。

こ
れ
ら
の
表
現
を
意
味
的
に
見
れ
ば
、「
将
」「
ヰ
ル
」「
ヒ
キ
グ
ス
」
は
〈
引

き
連
れ
る
〉
意
、「
相
共
」「
共
」「
伴
」「
グ
ス
」
は
〈
伴
う
〉
意
、「
有
」「
モ

タ
リ
」
は
〈（
家
族
を
）
有
す
る
〉
意
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
今
昔

物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
的
意
味

に
応
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
漢
文
に
お
け
る
「
相
共
」
や
仮
名
文
に
お
け
る
「（
ヒ
キ
）

グ
ス
」
の
よ
う
に
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
と
共
通
す
る
部
分
（「
相
（
ア
ヒ
）」

「
グ
ス
（
具
）」）
を
含
む
表
現
が
対
応
し
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
の

こ
と
は
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
の
文
体
的
性
格
を
考
察
す
る
上
で
の
手
が
か
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表
③c

「
ア
ヒ
グ
ス
」に
対
応
す
る
表
現
が
存
す
べ
き
文
脈
が
存
し
な
い

b
「
ア
ヒ
グ
ス
」に
対
応
す
る
表
現
が
存
し
な
い

a
「
ア
ヒ
グ
ス
」と
は
別
の
表
現
が
対
応
す
る

11 ３ ３ ５
漢

文 出

典

に

な

し

９ ３ ２ ４
日
本
漢
文

14 ４ ２ ８
仮
名
交
文



り
と
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
、
も
と
も
と
ど
の
よ
う

な
種
類
の
文
章
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

四
　
平
安
時
代
に
お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
の
使
用

状
況

平
安
時
代
の
仮
名
文
学
作
品
に
お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
の
使
用
状

況
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
（
二
）、『
今
昔
物
語
集
』
六
五
例
、『
今
鏡
』

一
例
、『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
七
例
、『
水
鏡
』
一
〇
例
と
な
っ
て
い
る
が
、
使

用
作
品
の
少
な
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
使
用
時
期
も
平
安
時
代
末
期

（
院
政
期
）
に
偏
っ
て
い
る
（『
水
鏡
』
は
鎌
倉
時
代
初
頭
成
立
の
可
能
性
も
あ

る
）。
ま
た
、『
今
昔
物
語
集
』
の
用
例
に
つ
い
て
の
出
典
文
献
と
の
比
較
よ

り
、
こ
れ
に
先
行
す
る
日
本
漢
文
（『
注
好
選
』）
に
お
け
る
用
例
の
存
在
も
確

認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
の
出
自
は
仮
名
文

学
作
品
と
は
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
・
文
体
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
用
例
の
確
認
さ
れ
た
『
注
好
選
』
に
は
、
前
掲
例
（
中
・
二
十
五
）

の
他
、
次
の
三
例
が
見
出
さ
れ
る
。

・
各
毎
ニ
家
一
出
五
百
両
ノ
金
ヲ
一
＿相
＿具シ
テ
送
比
丘
一
（
中
・
十
一
）

・
位
成
テ
大
臣
一
稱
シ
テ
聟
令
＿相
＿具

、（
中
・
二
十
九
）

・
修
行
精
進
人
A
＿相
＿具

所
上
一
也
、（
中
・
三
十
五
）

な
お
、『
今
昔
物
語
集
』
の
有
力
な
出
典
文
献
の
う
ち
、
日
本
漢
文
の
『
日

本
霊
異
記
』『
法
華
験
記
』『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
は
、「
相
具
」
は
見
出
さ

れ
な
い
。

『
注
好
選
』（『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
文
献
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
十
二
世
紀
初
め
に
は
成
立
）
に
先
行
す
る
使
用
例
と
し
て
は
、
古
記

録

(

７)

に
お
け
る
「
相
具
」
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
兼
又
召
在
王
臣
家
之
走
馬
鞍
可
＿相
＿具

、（『
小
右
記
』
天
元
五
年
（
九
八

二
）
四
月
二
十
一
日
条
）

・
但
手
振
・
物
具
等
＿相
＿具

參
入
云
A
、（『
小
右
記
』
寛
和
元
年
（
九
八
五
）

十
月
二
十
五
日
条
）

・
但
取
物
・
手
振
等
具
忽
難
＿相
＿具

、（『
小
右
記
』
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
十

月
二
十
五
日
条
）

・
越
後
守
信
經
馬
十
疋
獻
、
皆
置
鞍
、
他
雜
物
＿相
＿具

、（『
御
堂
関
白
記
』
寛

弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
十
月
十
五
日
条
）

・
女
方
打
灌
頂
、
＿相
＿具

兩
三
人
、（『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
（
一
〇
一

〇
）
三
月
二
十
五
日
条
）

・
＿相
＿具

文
書
可
候
陣
頭
之
由
示
兩
弁
了
、（『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一

一
）
八
月
十
八
日
条
）

・
廿
餘
人
中
、
A
的
者
三
人
、
放
皮
者
衆
、
勅
使
藏
人
頭
資
平
、
五
位
藏
人

二
人
・
六
位
藏
人
等
＿相
＿具

、（『
小
右
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
二
月

十
七
日
条
）

・
奉
寄
郡
之
宣
命
＿相
＿具

、
明
旦
可
候
陣
頭
之
事
、（『
小
右
記
』
寛
仁
元
年

（
一
〇
一
七
）
十
一
月
八
日
条
）
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・
御
障
子
・
金
物
等
工
＿相
＿具

遣
主
殿
寮
訖
、（『
小
右
記
』
寛
仁
元
年
（
一
〇

一
七
）
十
一
月
二
十
四
日
条
）

・
公
則
・
爲
職
・
師
範
・
資
頼
等
家
司
四
人
參
省
、
下
家
兩
三
＿相
＿具

、（『
御

堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
二
月
三
日
条
）

・
禪
林
寺
僧
正
被
示
送
云
、
大
僧
正
＿相
＿具

、
今
月
廿
日
比
蜜

堂

者
、（『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
七
月
三
日
条
）

・
有
未
申
南
之
文
等
者
、
國
A
文
等
＿相
＿具

畢
、（『
小
右
記
』
万
寿
四
年
（
一

〇
二
七
）
四
月
二
十
三
日
条
）

・
山
陰
道
相
撲
使
番
長
爲
利
隨
身
但
馬
相
撲
一
人
參
來
、
＿相
＿具

國
A
相
撲
可

參
由
仰
之
、
仍
不
見
之
、（『
小
右
記
』
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
七
月
十

七
日
条
）

・
仰
云
、
依
上
達
部
定
申
可
給
官
苻
者
、
即
仰
左
大
弁
、
定
文
并
文
書
等
＿相

＿具
下
給
、（『
小
右
記
』
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
九
月
十
四
日
条
）

・
彼
脚
力
ハ
實
忠
常
使
也
、
所
申
子
細
不
＿相
＿具

、（『
小
右
記
』
長
元
元
年

（
一
〇
二
八
）
八
月
八
日
条
）

・
他
檢
非
違
使
等
＿相
＿具

爲
H
愁
申
、
關
白
重
被
勘
當
清
云
A
、（『
小
右
記
』

長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
閏
二
月
六
日
条
）

そ
の
他
、『C
D

―R
O

M

版
平
安
遺
文
』（
東
京
堂
出
版
）
に
よ
れ
ば
一
一
二

例
の
「
相
具
」
が
検
索
さ
れ
る
が
、
そ
の
初
出
例
は
「
黒
田
庄
　
天
喜
元
年

（
一
〇
五
三
）
宣
旨
案
」
で
あ
る
。
ま
た
、
奈
良
時
代
の
『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』『
風
土
記
』『
万
葉
集
』
お
よ
び
『
寧
樂
遺
文
』（
竹
内
理
三
編
、
東
京
堂

出
版
）
所
収
文
書
に
は
用
例
は
見
出
さ
れ
な
い
。「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
い

つ
頃
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
詳
細
な
調
査
に
ま
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
以
上
の
調
査
結
果
を
見
る
限
り
で
は
、
平
安
時
代
に
入

っ
て
か
ら
用
い
ら
れ
始
め
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
漢
文
（
訓
読
文
）
に
お
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
未
だ

使
用
例
を
見
出
し
得
て
い
な
い
。
も
と
よ
り
十
全
な
調
査
で
は
な
い
が
、
次
の

点
よ
り
漢
文
（
訓
読
文
）
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

れ
る
。

①
漢
文
（
訓
読
文
）
に
は
、「
ア
ヒ
（
相
）」
を
冠
す
る
漢
語
（
サ
変
動
詞
）

が
お
び
た
だ
し
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
グ
ス
（
具
）」
も
少
な
か
ら
ず
見

出
さ
れ
る
が
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
未
見
で
あ
る
こ
と
。

（
cf.
）
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
「
ア
ヒ
（
相
）」
動
詞
の
例

・
六
塵
の
諸
の
賊
の
別
コ
ト
ゴ
ト

に
根
に
依
ル
が
、
各
＿相
＿ひ
＿知
＿ラ

ヌ
〔
不
〕
こ
と
も

亦
是
（
の
）
如
し
。（
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
平
安
初
期
点
、

巻
五
、
顯
空
性
品
第
九
）

・
尓
（
の
）
時
（
に
）
一
切
の
天
帝
龍
帝
、
乃
至
、
莫
呼
洛
伽
神
帝
是
の
事

を
知
リ
已
（
り
）
て
、
各
（
A
）
＿相
＿ヒ
＿謂

カ
タ
ラ＿（
＿ひ

）
て
言い

は
ク
、（
東
大
寺
本

『
地
蔵
十
輪
経
』
元
慶
七
年
点
、
巻
第
二
・
十
輪
品
第
二
）

・
故
に
言
（
は
く
）〔
於
〕
此
に
會
遇
（
し
）
て
之
を
得
ツ
（
と
）
イ
フ
。

感
、
應
（
じ
）
て
＿相
＿ヒ
＿符カ

ナ

＿ヒ
ぬ
。（
石
山
寺
本
『
法
華
経
玄
賛
』
平
安
中

期
点
、
巻
第
六
）
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・
疑
は
今
昔
に
通
（
ず
）
者と

い
は

、
昔
は
理
教
を
以
（
て
）
＿相
＿ヒ
＿疑
＿（
＿ひ
＿）

き
。

（
中
略
）
今
疑
者
い
、
今
昔
兩
教
を
＿相
＿ヒ
＿疑
＿フ

〔
也
〕。（
石
山
寺
本
『
法

華
義
疏
』
長
保
四
年
点
、
譬
喩
品
初
）

・
冬
の
末
、
春
の
初
に
霖
―

雨
＿相
＿ヒ
＿繼ツ

＿ゲ
リ
。（
石
山
寺
本
『
大
唐
西
域
記
』

長
寛
元
年
点
、
巻
第
一
）

・
人
と
天
と
交
接
（
し
）
て
、
兩フ
タ

リ
＿相
＿ひ
＿見
＿る

こ
と
得
（
む
）。（
龍
光
院
蔵

『
妙
法
蓮
華
経
』
平
安
後
期
点
、
巻
第
四
・
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
）

・
麁
―

細
衫サ
ム

の
Iヒ
ホ

の
如
く
、
＿相
＿＿ひ

＿似ニ

＿セ
て
長ナ
カ

サ
マ
に
す
可
し
。（
天
理
図
書

館
・
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
平
安
後
期
点
、
巻
第
二
）

②
漢
文
（
訓
読
文
）
に
お
け
る
「
グ
ス（
具
）」
は
、
主
と
し
て
〈
あ
る
性
質

が
身
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
〉
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
の
中
心
的
な
意
味
で
あ
る
〈
引
き
連
れ
る
〉〈
伴

う
〉
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
た
例
が
未
見
で
あ
る
こ
と
。

（
cf.
）
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
〈
あ
る
性
質
が
身
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
〉
意

の
「
具
ス
」
の
例

・
若
有
ル
衆
生
の
是
（
の
）
如
キ
諸
の
功
n
＿具
＿セ

ヌ
〔
未
〕
者
に
、
悉
ク
具

足
（
せ
）
令
む
ル
に
マ
レ
ト
ヲ
、（
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
平

安
初
期
点
、
巻
三
・
滅
業
障
品
第
五
）

・
善
男
子
、
若
（
し
は
）
五
欲
の
於
に
心
に
染
著
无
ク
、
大
慈
悲
（
を
）
＿具

＿し
て
〔
而
〕
布
施
を
行
ず
る
、
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
と
名
（
づ
）
ク
〔
也
〕。

（
東
大
寺
本
『
地
蔵
十
輪
経
』
元
慶
七
年
点
、
巻
第
九
・
福
田
相
品
第
七
）

・
戒
學
の
跡
な
る
が
故
に
戒
學
を
＿具
＿せ

る
者
を
（
ば
）、
婆
羅
門
と
爲す

。（
石

山
寺
本
『
法
華
経
玄
賛
』
平
安
中
期
点
、
巻
第
六
）

・
聲
聞
は
心
に
智
斷
（
を
）
＿具
＿せ

り
。
形
、
法
儀
（
を
）
備
（
へ
）
た
り
。

心
形
、
兩
（
ら
）
勝
（
れ
）
た
り
。（
石
山
寺
本
『
法
華
義
疏
』
長
保
四

年
点
、
序
品
初
）

③
『
佩
文
韻
府
』
に
は
「
相
具
」
の
項
目
が
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
、
平
安
時
代
の
日
本
漢
文
に

お
い
て
成
立
し
、
平
安
時
代
末
期
に
は
仮
名
（
交
じ
り
）
文
に
も
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
語
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

五
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」

の
文
章
史
的
意
味

前
項
ま
で
の
検
討
結
果
に
よ
れ
ば
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
い
わ
ゆ
る
記

録
語
（
変
体
漢
文
特
有
語
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
は

記
録
語
の
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
を
自
身
の
用
語
と
し
て
積
極
的
に
用
い
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

稿
者
は
、『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
に
は
〈
漢
文
翻
訳
文
〉
と
し
て
の
性
格

が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
に
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
表

現
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
き
た
が

(

８)

、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
に
つ
い
て
も
、〈
漢

文
翻
訳
文
〉
に
ふ
さ
わ
し
い
用
語
（
漢
文
翻
訳
語
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
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〈
漢
文
翻
訳
文
〉
と
は
、
漢
文
で
表
現
さ
れ
た
意
味
内
容
を
日
本
語
に
置
き

換
え
た
文
章
で
あ
る
。
そ
の
際
、
原
漢
文
の
文
体
的
価
値
を
保
ち
な
が
ら
で
き

る
だ
け
自
然
な
日
本
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
場
合
、
出
典
の
文
体
に
応
じ
て
漢
文
訓
読
調
の
度
合
に
変

化
が
見
ら
れ
る
の
は
、
出
典
の
文
体
的
価
値
を
保
と
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
と

見
な
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
出
典
の
漢
文
を
そ
の
ま
ま
訓
読
し
た
文
章
に
な

っ
て
い
な
い
の
は
、『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
が
日
常
的
に
用
い
て
い
る
、
よ
り

自
然
な
日
本
語
に
改
め
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

記
録
語
の
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
、「
ア
ヒ
（
相
）」
を
冠
す
る
漢
語
サ

変
動
詞
と
い
う
漢
文
的
な
語
構
成
を
有
し
、
か
つ
漢
文
（
訓
読
文
）
に
も
見
ら

れ
る
「
グ
ス
（
具
）」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
漢
文
的
な
文
体
的
価
値
を

保
つ
に
は
ふ
さ
わ
し
い
用
語
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
日
本
漢
文
を
は
じ
め

仮
名
（
交
じ
り
）
文
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
常
的
に
用
い
て
も

違
和
感
の
な
い
自
然
な
用
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
に

お
け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
漢
文
体
の
文
献
を
出
典
と
す
る
巻
々
に
偏

っ
て
分
布
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
語
が
〈
漢
文
翻
訳
語
〉
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
記
録
語
（
変
体
漢
文
特

有
語
）
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が

古
記
録
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
漢
文
（
変
体
漢
文
）
で
生
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
語
が
ど
の
よ
う
な
文
章
に
用
い
ら
れ
よ
う
と
も
、
出
自
と
し
て
は
記
録
語

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
本
稿
で
言
う
と
こ
ろ
の
〈
漢
文
翻
訳
語
〉
と

は
、
漢
文
を
翻
訳
す
る
上
で
文
体
的
に
ふ
さ
わ
し
い
用
語
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
、
記
録
語
の
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」

が
〈
漢
文
翻
訳
語
〉
と
し
て

、
、
、

用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。

六
　
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
な
解
釈
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、『
水
鏡
』
に
お
け
る
「
ア
ヒ

グ
ス
（
相
具
）」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
に
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
く
る
。『
水
鏡

(

９)

』
に
は
一
〇
例
も
の
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
八
例
に
つ
い
て
は
、
依
拠
資
料
の
『
扶
桑
略
記

(

10)

』
と

の
比
較
が
可
能
で
あ
る
（
残
り
の
二
例
に
つ
い
て
は
、
当
該
箇
所
の
『
扶
桑
略

記
』
の
本
文
が
伝
存
し
て
い
な
い
）。
そ
の
八
例
の
、『
扶
桑
略
記
』
に
お
け
る

対
応
箇
所
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
そ
の
人
を
＿あ
＿ひ
＿く
＿し

て
ま
い
り
て
（
第
一
八
代
、
履
中
天
皇
）―
相
共
參
來

・
ふ
た
り
＿あ
＿ひ
＿く
＿し

て
（
第
二
五
代
、
顕
宗
天
皇
）―
倶

・
＿あ
＿ひ
＿く
＿し

て
い
へ
に
か
へ
り
て
（
第
三
一
代
、
欽
明
天
皇
）―
將
レ
家

・
皇
子
そ
の
ひ
と
り
を
＿あ
＿ひ
＿く
＿し

た
ま
ひ
て
（
第
三
七
代
、
皇
極
天
皇
）―

中
大
兄
皇
子
率
二
子
麿
等
一

・
智
光
＿あ
＿ひ
＿く
＿し

て
（
第
三
八
代
、
孝
徳
天
皇
）―
即
引
二
智
光
一

・
く
に
の
い
く
さ
あ
ま
た
し
た
か
ひ
た
て
ま
つ
り
に
し
を
＿あ
＿ひ
＿く
＿し

て
（
第
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四
一
代
、
天
武
天
皇
）―
々
（
國
）
司
并
數
人
從
レ
之

・
さ
ま

く
の
物
を
＿あ
＿ひ
＿く
＿し

て
ま
い
れ
り
し
に
（
第
四
四
代
、
元
明
天

皇
）―
貢
二
方
物
一

・
く
に

く
の
い
く
さ
一
萬
七
千
人
を
＿あ
＿ひ
＿く
＿し

て
（
第
四
六
代
、
聖
武
天

皇
）―（
対
応
す
る
文
脈
な
し
）

右
に
見
る
よ
う
に
、『
扶
桑
略
記
』
の
対
応
箇
所
に
は
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」

と
読
め
る
漢
字
表
記
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
、
漢
文
体
の
『
扶
桑
略

記
』
の
文
体
的
価
値
を
保
ち
つ
つ
、
仮
名
文
に
お
い
て
用
い
る
の
に
よ
り
ふ
さ

わ
し
い
用
語
に
置
き
換
え
た
結
果
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う

(

11)

。

今
後
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
グ
ス
（
具
）」
を
含
め
、
本
稿
で
は
ほ
と
ん
ど

触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
、「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」

の
文
体
的
性
格
を
さ
ら
に
明
確
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）
拙
稿
「『
水
鏡
』
に
お
け
る
複
合
動
詞
の
諸
相
―
文
体
分
析
の
た
め
の
基
礎
的
調
査

と
し
て
―
」（『
国
文
学
攷
』
第
一
九
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）。

（
２
）「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
の
使
用
作
品
は
、
東
辻
保
和
・
岡
野
幸
夫
・
土
居
裕
美
子
・

橋
村
勝
明
編
『
平
安
時
代
複
合
動
詞
索
引
』（
二
〇
〇
三
年
、
清
文
堂
出
版
）
に
よ

る
。
各
作
品
に
お
け
る
用
例
数
は
、『
同
索
引
』
が
用
い
た
本
文
に
基
づ
い
て
稿
者
が

確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
本
文
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
４
）
山
田
孝
雄
『
漢
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
』（
一
九
三
五
年
、
宝
文

館
）。

（
５
）
関
一
雄
「
接
頭
語
「
あ
ひ
（
相
）」
の
一
考
察
―
中
古
和
文
資
料
の
用
例
を
訓
点
資
料

の
用
例
と
比
較
し
て
―
」（『
中
田
祝
夫
博
士
功
績
記
念
国
語
学
論
集
』
一
九
七
九
年
、

勉
誠
社
）

（
６
）
比
較
に
用
い
た
出
典
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
丸
括
弧
内
は
使
用
本
文
）。

『
三
宝
感
応
要
略
録
』（
大
正
新
脩
大
蔵
経
）、『
釈
迦
譜
』（
同
）、『
賢
愚
経
』（
同
）、

『
冥
報
記
』（
説
話
研
究
会
編
『
冥
報
記
の
研
究
』
勉
誠
出
版
）、『
注
好
選
』（
後
藤
昭

雄
編
『
金
剛
寺
蔵
注
好
選
』
和
泉
書
院
影
印
叢
書
12
）、『
法
華
験
記
』（
日
本
思
想
大

系
）、『
日
本
霊
異
記
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）、『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』（
天

理
図
書
館
善
本
叢
書
）、『
陸
奥
話
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）、『
俊
頼
髄
脳
』

（
同
）、『
打
聞
集
』（
東
辻
保
和
『
打
聞
集
の
研
究
と
総
索
引
』
清
文
堂
出
版
）、『
古

本
説
話
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）、『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
同
）

な
お
、『
打
聞
集
』『
古
本
説
話
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
出
典
で
は
な
く
同
文
的

同
話
で
あ
る
が
、
仮
名
（
交
じ
り
）
文
の
出
典
の
不
足
を
補
う
た
め
に
出
典
に
準
じ

て
扱
っ
た
。

（
７
）
本
文
は
、
大
日
本
古
記
録
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
８
）
拙
稿
「『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
の
一
側
面
―
機
能
動
詞
「
ナ
ス
」
の
分
布
が
示
唆

す
る
も
の
―
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
九
十
九
輯
、
一
九
九
七
年
三
月
）、
同

「
副
詞
「
イ
マ
ダ
（
未
）」
の
用
法
か
ら
見
た
『
水
鏡
』
の
文
体
的
性
格
」（『
国
文
学

攷
』
第
一
七
八
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）、
同
「『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
副
詞
「
イ

マ
ダ
」
の
性
格
に
つ
い
て
」（『
国
文
学
攷
』
第
一
八
二
号
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）、
同

「『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
の
文
体
的
性
格
に
つ
い
て
―
『
水
鏡
』

と
の
比
較
を
通
し
て
―
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
一
四
輯
、
二
〇
〇
五
年
三

月
）、
同
「
平
安
時
代
に
お
け
る
漢
文
翻
訳
語
「
ナ
キ
カ
ナ
シ
ム
（
泣
悲
）」
に
つ
い

て
」（『
小
林
芳
規
博
士
喜
寿
記
念
国
語
学
論
集
』
二
〇
〇
六
年
三
月
、
汲
古
書
院
）。

（
９
）
本
文
は
、
貴
重
図
書
影
印
本
刊
行
会
叢
書
『
水
鏡
』（
一
九
三
八
年
、
同
刊
行
会
）

に
よ
る
。
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（
10
）
本
文
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
。

（
11
）
成
立
時
期
未
詳
な
が
ら
、
中
国
漢
文
の
翻
案
に
よ
る
『
唐
物
語
』（
池
田
利
夫
『
唐

物
語
校
本
及
び
総
索
引
』
笠
間
書
院
）
に
六
例
も
の
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
（
岡
野
幸
夫

氏
の
御
教
示
に
よ
る
）。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
十
七
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発

表
「
複
合
動
詞
か
ら
見
た
『
水
鏡
』
の
文
体
に
関
す
る
一
考
察
―
『
今
昔
物
語
集
』
に
お

け
る
「
ア
ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
―
」
の
後
半
部
分
を
も
と
に
、
加

筆
・
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
で
は
岡
野
幸
夫
・
原
卓
志
・
松
本
光
隆
各
氏

よ
り
、
ま
た
発
表
後
に
は
榎
木
久
薫
・
佐
々
木
勇
両
氏
よ
り
、
貴
重
な
御
助
言
を
賜
っ
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

―
あ
お
き
・
た
け
し
、
徳
島
文
理
大
学
准
教
授
―
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